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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第３四半期
連結累計期間

第43期
第３四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成27年３月31日

自 平成27年７月１日
至 平成28年３月31日

自 平成26年７月１日
至 平成27年６月30日

売上高 (千円) 1,915,009 2,016,759 2,566,887

経常利益 (千円) 228,602 184,330 290,969

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 122,778 111,699 159,454

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 116,845 93,759 141,956

純資産額 (千円) 1,892,435 2,220,802 1,851,585

総資産額 (千円) 4,845,959 6,461,187 4,362,197

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 32.37 28.75 42.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 32.20 28.72 41.77

自己資本比率 (％) 34.9 28.6 39.4
 

　

回次
第42期

第３四半期
連結会計期間

第43期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日

自 平成28年１月１日
至 平成28年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 8.21 8.24
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等

を適用し、当第１四半期連結累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における取り組みは、建設系リサイクル事業において受入数量の確保と受入価格の安

定化に努めてまいりました。建設系廃棄物を取り巻く市場環境は一段と厳しさを増しておりますが、当社施設での

受入数量及び受入単価と外注先に関する受入単価を含めた動向等のバランスを考慮しながら安定稼働と収益の確保

に注力しております。

また、新規事業であります森林発電事業は、平成28年2月から一戸町役場、コミュニティセンター並びに小中学

校への電力小売を開始しております。バイオマス発電施設の建設工事はプラント設置工事及び建設・外構工事も概

ね完了し、営業運転開始に向けた準備を進めるとともに発電施設の燃料となる森林木材の安定確保に向け、地元関

係者との協議を進めております。

これらの結果、売上高は2,016百万円（前年同期比5.3％増）となりました。

また売上原価は1,581百万円（前年同期比11.3％増）となりました。これは一戸町で進めております森林発電事業

において、電力購入費用が前年同期比で大幅に増加しており、その他維持管理費用が増加したことによるものであ

り、売上総利益は435百万円（前年同期比11.9％減）となりました。

販売費及び一般管理費は227百万円（前年同期比4.3％増）となり、一戸町での事業開始に向けた人件費、委託費

用等が増加しております。その結果、営業利益が208百万円（前年同期比24.6％減）となり、営業外費用は支払手

数料が低減しておりますが、経常利益は184百万円（前年同期比19.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は111百万円（前年同期比9.0％減）となりました。
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セグメントの業績は次の通りであります。

①建設系リサイクル事業

（単位：百万円）

 
当第３四半期
連結累計期間

前第３四半期
連結累計期間

前年同期比 計画 計画比

売上高 1,593 1,618 △1.6% 1,574 1.2%

売上原価 1,178 1,117 5.4% 1,122 5.0%

売上総利益 414 500 △17.2% 452 △8.3%
 

建設系リサイクル事業は、第2四半期であります平成27年10月以降は各施設ともに安定的に稼働しております

が、建設廃棄物の発生状況は厳しい状況が継続しております。特に平成28年2月以降の受入数量は各取引先ともに

減少傾向であります。焼却施設と発電施設を合わせた受入数量は前年同期比で4.7％程度減少しており、第3四半期

であります平成28年1月～3月は前年同期比で6.2％減少しております。廃プラスチック類の受入数量は累計、第3四

半期ともに前年同期比で増加しております。発電施設の売電数量は法定点検の影響により今期累計で0.3％減少し

ておりますが、第3四半期は安定稼働により6.9％増加しております。売電単価の向上により売電売上は前年同期を

20％強上回っております。

売上原価は、前年同期比及び計画比ともに外注委託費用、維持管理費が上回っております。施設改修の実施と改

修時の外注委託費用が増加したためであります。

　これらの結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は1,593百万円（前年同期比1.6％減）、売上原価は1,178百万

円（前年同期比5.4％増）となった結果、売上総利益は414百万円（前年同期比17.2％減）となりました。

 

②食品系リサイクル事業　

（単位：百万円）

 
当第３四半期
連結累計期間

前第３四半期
連結累計期間

前年同期比 計画 計画比

売上高 188 193 △2.6% 189 △0.6%

売上原価 180 196 △8.2% 177 1.6%

売上総利益又は
売上総損失（△）

8 △2 - 12 △32.1%
 

食品系リサイクル事業は、液状化飼料の販売拡大に向けた新規受入先の開拓営業を継続してまいりました。再資

源化センターにおいて、野菜等の受入制限を実施してから受入数量が前年比で減少する事態が継続しておりました

が、新規取引先の開拓等により平成28年1月～3月において前年同期比で7.6％増加しております。また平成28年4月

以降ではありますが、学校給食等の新規取引を受注しております。液状化飼料の販売数量も前年同期比で累計が

16.2％、第3四半期が18.9％増加しております。鉾田ファームについては、出荷頭数は増加しておりますが、販売

単価が昨年末から低調に推移しているため、販売売上は若干減少しております。

売上原価は前年同期比で人件費、維持管理費、並びに鉾田ファームでの販売原価が減少しております。

これらの結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は188百万円（前年同期比2.6％減）、売上原価は180百万円

（前年同期比8.2％減）となった結果、売上総利益は8百万円（前年同期は2百万円の損失）となりました。
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③白蟻解体工事

（単位：百万円）

 
当第３四半期
連結累計期間

前第３四半期
連結累計期間

前年同期比 計画 計画比

売上高 138 102 34.8% 107 28.8%

売上原価 130 106 22.4% 109 19.5%

売上総利益又は
売上総損失（△）

7 △3 - △1 -
 

解体工事は、消費増税の反動等により工事件数の減少を見込んでおりましたが、施工体制の拡充及び営業活動の

強化により工事件数が増加しております。また、白蟻工事は取引先の仕様変更により、新築工事が大幅に減少する

見通しでありましたが、既存工事件数が大幅に増加しております。

これらの結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は138百万円（前年同期比34.8％増）、売上原価は130百万円

（前年同期比22.4％増）となった結果、売上総利益は7百万円（前年同期は3百万円の損失）となりました。

 
④森林発電事業

（単位：百万円）

 
当第３四半期　　
連結累計期間

前第３四半期　　
連結累計期間

前年同期比 計画 計画比

売上高 96 - - 81 18.5%

売上原価 91 - - 72 26.5%

売上総利益 4 - - 8 △47.1%
 

森林発電事業は、バイオマス発電施設は建設工事中でありましたが、大志田ダムから発生する小水力電力を活用

し、平成27年12月から一戸町内の事業者への小売事業を開始しております。また、平成28年2月から蓄電池を活用

し、一戸町役場及び小中学校等の一戸町関連施設への電力小売りを開始しております。

これらの結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は96百万円、売上原価は91百万円、売上総利益は4百万円とな

りました。

なお、森林発電事業は第1四半期連結会計期間より開始しておりますので、前年同期比等の比較分析を記載してお

りません。

 

（２）財政状態の分析

当第3四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べて2,098百万円増加し、6,461百万円となりまし

た。主な増減要因は次のとおりです。

流動資産については、売掛金及びたな卸資産が増加したことにより、前連結会計年度末に比べて207百万円増加

し、1,278百万円となりました。

固定資産については発電施設の建設仮勘定の計上等により、前連結会計年度末に比べて1,891百万円増加し、

5,182百万円となりました。

流動負債については短期借入金及び１年以内償還予定の借入金が増加するとともに固定資産圧縮特別勘定の計上

等により、前連結会計年度末に比べて690百万円増加し、1,371百万円となりました。

固定負債については資産取得にともなう借入金等により、前連結会計年度末に比べて1,039百万円増加し、2,868

百万円となりました。

純資産については、設備投資に対する非支配株主からの払込による収入等により、前連結会計年度末に比べて

369百万円増加し、2,220百万円となりました。

 
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた事実はありません。

 
（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,200,000

計 7,200,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年５月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,891,000 3,891,000
東京証券取引所
（市場第二部）

(注)

計 3,891,000 3,891,000 ― ―
 

(注) １．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２．当社は、単元株制度を採用しており、１単元の株式数は100株であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年３月31日 ― 3,891,000 ― 499,470 ― 619,950
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 100
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,889,900
 

38,899 ―

単元未満株式 普通株式 1,000
 

― ―

発行済株式総数 3,891,000 ― ―

総株主の議決権 ― 38,899 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年12月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

　平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
株式会社フジコー

 
東京都台東区駒形二丁目７番５号

100 ― 100 0.00

計  100 ― 100 0.00
 

 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年１月１日から平成

28年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年７月１日から平成28年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、清明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年６月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 533,068 580,271

  売掛金 285,131 350,144

  たな卸資産 141,189 270,374

  その他 111,053 78,375

  貸倒引当金 △146 △896

  流動資産合計 1,070,295 1,278,268

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 2,151,137 2,151,497

    減価償却累計額 △853,750 △900,386

    建物及び構築物（純額） 1,297,386 1,251,110

   機械装置及び運搬具 2,665,216 2,731,058

    減価償却累計額 △1,807,268 △1,886,981

    機械装置及び運搬具（純額） 857,948 844,076

   土地 231,995 231,995

   建設仮勘定 729,693 2,649,157

   その他 52,335 56,078

    減価償却累計額 △38,709 △43,833

    その他（純額） 13,626 12,244

   有形固定資産合計 3,130,650 4,988,585

  無形固定資産 8,272 5,847

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 154,565 192,358

   貸倒引当金 △1,586 △3,872

   投資その他の資産合計 152,978 188,486

  固定資産合計 3,291,901 5,182,918

 資産合計 4,362,197 6,461,187
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年６月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 213,532 258,580

  短期借入金 - 200,000

  1年内返済予定の長期借入金 172,360 560,695

  未払法人税等 74,475 21,521

  賞与引当金 - 20,959

  その他 221,022 309,833

  流動負債合計 681,390 1,371,590

 固定負債   

  長期借入金 1,697,252 2,750,499

  その他 131,969 118,294

  固定負債合計 1,829,221 2,868,794

 負債合計 2,510,611 4,240,384

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 481,950 499,470

  資本剰余金 580,923 611,798

  利益剰余金 656,582 733,546

  自己株式 △35 △59

  株主資本合計 1,719,420 1,844,756

 新株予約権 1,438 -

 非支配株主持分 130,726 376,046

 純資産合計 1,851,585 2,220,802

負債純資産合計 4,362,197 6,461,187
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 1,915,009 2,016,759

売上原価 1,420,637 1,581,067

売上総利益 494,372 435,692

販売費及び一般管理費 218,155 227,555

営業利益 276,217 208,136

営業外収益   

 受取利息 175 152

 受取家賃 5,850 5,850

 その他 3,793 7,751

 営業外収益合計 9,818 13,754

営業外費用   

 支払利息 21,539 25,006

 支払手数料 32,346 8,000

 その他 3,546 4,554

 営業外費用合計 57,432 37,560

経常利益 228,602 184,330

特別利益   

 固定資産売却益 3,708 2,021

 国庫補助金 421,689 -

 特別利益合計 425,398 2,021

特別損失   

 固定資産売却損 5,236 -

 固定資産除却損 13,297 4,444

 固定資産圧縮損 421,689 -

 リース解約損 - 3,008

 特別損失合計 440,223 7,452

税金等調整前四半期純利益 213,777 178,898

法人税、住民税及び事業税 79,880 69,783

法人税等調整額 17,051 15,355

法人税等合計 96,931 85,139

四半期純利益 116,845 93,759

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △5,932 △17,940

親会社株主に帰属する四半期純利益 122,778 111,699
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年３月31日)

四半期純利益 116,845 93,759

四半期包括利益 116,845 93,759

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 122,778 111,699

 非支配株主に係る四半期包括利益 △5,932 △17,940
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　 　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　御所野縄文電力㈱を新規設立したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 

（追加情報）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を適

用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

 

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）および「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に使用する

法定実効税率は、従来の32.30％から平成28年７月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異に

ついては30.86％に、平成30年７月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については

30.62％となります。

この結果、当第３四半期連結累計期間において、繰延税金資産が951千円減少し、法人税等調整額が951千円増加し

ております。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
至 平成28年３月31日)

減価償却費 177,692千円 159,293千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年７月１日 至 平成27年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年９月29日
定時株主総会

普通株式 34,126 9.00 平成26年６月30日 平成26年９月30日 利益剰余金

平成27年２月９日
取締役会

普通株式 18,963 5.00 平成26年12月31日 平成27年３月11日 利益剰余金
 

（注）平成26年９月29日定時株主総会決議による１株当たり配当額9円00銭の内訳は普通配当７円00銭、記念配当２円

00銭であります。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年７月１日 至 平成28年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月24日
定時株主総会

普通株式 15,280 4.00 平成27年６月30日 平成27年９月25日 利益剰余金

平成28年１月20日
取締役会

普通株式 19,454 5.00 平成27年12月31日 平成28年３月11日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年７月１日 至 平成27年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

建設系
リサイクル

事業

食品系
リサイクル

事業

白蟻解体
工事

森林発電
事業

売上高        

  外部顧客への売上高 1,618,587 193,820 102,601 ― 1,915,009 ― 1,915,009

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,618,587 193,820 102,601 ― 1,915,009 ― 1,915,009

セグメント利益又は
損失（△）

500,759 △2,486 △3,900 △22,448 471,924 △195,707 276,217
 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△195,707千円は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 平成27年７月１日 至 平成28年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

建設系
リサイクル

事業

食品系
リサイクル

事業

白蟻解体
工事

森林発電
事業

売上高        

  外部顧客への売上高 1,593,029 188,696 138,340 96,692 2,016,759 - 2,016,759

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

- - - - - - -

計 1,593,029 188,696 138,340 96,692 2,016,759 - 2,016,759

セグメント利益又は
損失（△）

414,464 8,547 7,985 △39,452 391,545 △183,409 208,136
 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△183,409千円は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
至 平成27年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
至 平成28年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 32円37銭 28円75銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 122,778 111,699

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― -

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

122,778 111,699

    普通株式の期中平均株式数(株) 3,792,533 3,884,575

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 32円20銭 28円72銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― -

    普通株式増加数(株) 20,066 4,903

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― -

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

第43期（平成27年７月１日から平成28年６月30日まで）中間配当について、平成28年１月20日開催の取締役会にお

いて、平成27年12月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                              　 19,454千円

②　１株当たりの金額      　                      ５円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成28年３月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年５月６日

株式会社フジコー

取締役会 御中

清　明　監　査　法　人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   今　　村  　　敬      印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   櫻　　田　　　 淳　　  印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

コーの平成27年7月1日から平成28年6月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年１月1日から平成

28年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年７月1日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジコー及び連結子会社の平成28年３月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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